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　等号が成り立つのは�W ��のときである。

　よって，線分�34�の長さは�W ��のとき最小になる。
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Q�回の試行を終えたとき，番号�Q�のカード� Q ��が山の一番上にきているのは，次の�>�@，

>�@�のどちらかの場合である。

>�@　��回目から�Q���回目までは� Q �より下にカードを入れ，Q�回目は� Q �をそのまま

　一番上にもどす。

>�@　Q�回の試行のうち，Q���回は� Q �より下にカードを入れ，N�回目
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